
愛媛大学図書館では、平成29年9月5日(火)・9月6日(水)、大学図書館学生協働交流シンポジウムを開
催しました。このシンポジウムは、全国の大学図書館で学生協働に携わる学生と教職員が集まり、
話し合いや情報共有を通して、それぞれの活動をさらにブラッシュアップしていこうというイベントです。

第7回目となる今回は、愛媛大学・愛媛県立医療技術大学・松山大学の図書館で活動している学生たちと
担当の職員が中心となり、企画から運営までを行いました。北は東京から南は沖縄までの32大学33図
書館、学生・教職員あわせて約160人が参加し、自分たちの「ミライ」について話し合いました。

3人1組の班に分かれ、自己紹介とアイスブレイク、ワーク
ショップへ向けてのワークを行いました。

まず、アイスブレイクでは、時間制限あり・班対抗戦式の
ゲーム方式をとり、「図書館で自分がやりたいこと」とい
うお題で、アイデアを出しあいました。

学生は団体の活動として、教職員は図書館で行う業務等と
して、また、学生・教職員問わず個人でやりたいことなど
を書き出し、あっというまに100以上のアイデアが集まり
ました。

5日：オリエンテーション・ランチミーティング（交流会）・ワークショップ・愛媛大学図書館見学
6日：ポスターセッション、松山大学図書館見学

プログラム

オリエンテーション

次に、午後のワークショップに向けて、自分の考えを整理
するワークを行いました。自分が参加するワークショップ
のテーマについて、以下の項目を順番に書き出しました。

「悩んでいること」
「現状はどうなのか」
「今の時点でもできていること」
「未来のありたい姿」

書き出したものは、オリエンテーションの班の中で共有し、
互いにどういう思いを抱いてシンポジウムに臨んでいるか
を再確認しました。

最後はオリエンテーションの班から離れ、午後のワーク
ショップで話し合う班のメンバーを探す「メンバー探し」
ゲームを行いました。

↑真剣に考えや悩み
を書き出します。
(オリエンテーション)

←午後のパートナー
は誰!?自己紹介をし
ながら同じ班のメン
バーを探します。
(オリエンテーション)



前半は、学生・教職員別に、自分で選んだテーマごとに班
に分かれ、ワークを行いました。

話し合ったテーマは次のとおりです。

学生
「士気」「情報共有」
「広報（図書館外での）」
「企画・活動・団体」
「図書館の利用」
「図書館への要望」

教職員
「学生とのコミュニケーション」
「活動の継続」
「学生の自主性」
「学生のモチベーション」
「広報・周知」
「役割分担・その他」

【愛媛大学図書館見学】

愛媛大学のスチューデント・キャンパス・ボランティア
（Student Campus Volunteers)の団体の1つである
LS（Library Supporters：図書館サポーター）の学生た
ちがガイドを務め、愛媛大学図書館および図書館の中での
自分たちの活動について案内をしました。

【ランチミーティング（交流会）】

愛媛の料理やお菓子（タルトなど）を味わったり、楽しく
おしゃべりをしたりしながら、親睦を深めました。

ランチミーティング（交流会）

ワークショップ

愛媛大学図書館見学

後半は、前半でポスターにまとめた成果を、班ごとにパネ
ルに掲示し、全体での共有を行いました。

ワークにあたっては、今回のシンポジウムの副題でもある
「悩み解決」に１歩でも近づくように工夫しました。
まず、班ごとに、進め方を次のいずれかに決めました。

「A.原因分析」
「B.目標設定」

A.原因分析 の班は以下の手順で進めました。
悩み共有→原因分析→原因の仮説構築→
打ち手のアイデア出しとその検証方法

B.目標設定 の班は以下の手順で進めました。
未来の姿設定→現状とのギャップ認識→
ギャップを埋めるアイデア出しとその検証方法

また、それぞれの進め方に合わせて、事前にオリエンテー
ションで書き出しておいたものを材料として用いました。

各班では、主催校である、愛媛大学・愛媛県立医療技術大
学・松山大学の学生または職員が進行役を務めました。

↑自分たちの意見を
共有して、分けて…
悩みに対する打ち手
を探していきます。
(ワークショップ)

←時に笑顔、時に集中。
話が盛り上がっていま
す！
(ワークショップ)

↑他の班ではどんな
話し合いをしたのか
な？各班の成果を見
て回ります。
(ワークショップ)

←↑私たちの図書館はこんな図書
館です！LS(愛媛大学図書館サ
ポーター）が、図書館や、図書館
における自分たちの活動について
案内をしました。
(愛媛大学図書館見学)



【松山大学図書館見学】

松山大学図書館の図書館学生アドバイザースタッフ「C3」
(*1)の学生たちが、松山大学図書館の館内や自分たちの活
動について案内しました。
*1…「C3」＝「Chance(機会)」・「Challenge(挑戦)」・「Change(変化)」
の頭文字３つ

参加者の声

記録・問い合わせはこちらから

参加館のうち、20大学21図書館がポスターを発表しました。
発表テーマは次の3つです（1つないし複数を選ぶ）。

テーマ1：教えて！みんなの図書館と団体
『わたしたちは○○です！』

テーマ2：理想の図書館に向けた宣言
『理想の図書館のために○○します！』

テーマ3：振り返ろう、シンポジウム
『楽しかった』のその先へ」

テーマ1ではそれぞれの団体の紹介を、テーマ2では自分た
ちが今後図書館でどうしていきたいかの展望を、テーマ3で
はこれまでの第1回から第6回までのシンポジウムへ参加し
ての振り返りを行いました。

ポスターセッション

第7回大学図書館学生協働交流シンポジウムHP
http://www.lib.ehime-u.ac.jp/sympo2017/

※パンフレットやワークショップの記録などを公開しています。

問い合わせ先：愛媛大学図書館
HP：http://www.lib.ehime-u.ac.jp/
TEL：089-927-8849 E-MAIL: libref@stu.ehime-u.ac.jp

松山大学図書館見学

工夫の凝らされたそれぞれのポスターの近くには、ポス
ターの発表者である各団体の学生たちが控え、質疑応答に
対応しました。学生の熱心な説明や、活発な質疑応答、深
く聞き入る参加者などで、会場は熱気に包まれていました。

各大学へのコメント・質問を書くカードを貼るパネルは、
あっというまにコメントや質問であふれました。

同じく会場内に設置された、「図書館」をキーワードにア
イデアを出すヒントが書かれたパネルの前では、メモをと
る参加者も数多く見られました。

・四国ならではのおもてなしの心が伝わり、あたたかい雰囲気のシンポジ
ウムでした。新しい試みも多く、実行校それぞれで様々な形があっていい
のだと実感させられました。

・ワークショップを行った事で、他大学が持っている学生協働の悩みを知
ることができ、話し合うことができた事は大きな学びになった。

・私にとって今年のシンポジウムはとてもためになったシンポジウムでし
た。特に「悩み」を共有し解決するというワークショップはとてもいいア
イデアだと思いました。自分の所属する団体だけでは解決できなかった悩
みを他の団体と共有し、解決の方法を探ることができたため、これからの
活動にうまくフィードバックができやすいのではないかと感じました。

（シンポジウム後アンケートより）

↑どの大学のポス
ターの前でも熱心な
質疑応答が繰り返さ
れていました！
(ポスターセッション)

各大学の配付資料も
気になります。→
(ポスターセッション)

←各大学へのコメン
ト・質問カードを貼る
パネル。応援コメント
や共感メッセージ、質
問などですぐにいっぱ
いになりました。
(ポスターセッション)



主 催 中国四国地区大学図書館協議会
実行委員会 愛媛大学図書館 松山大学図書館 愛媛県立医療技術大学図書館
後 援 愛媛地区大学図書館協議会

受付
9:00-

開会・挨拶
10:00-

オリエンテーション
10:30-

ランチミーティング(交流会)
12:00-

ワークショップ
13:50-

図書館見学(愛媛大学図書館)

16:15-

開場
9:00-

ポスターセッション
9:30-

閉会
11:30-

図書館見学(松山大学図書館)

11:45-

申し込み方法ほか，
詳細は愛媛大学図書館HPを
ご覧ください。
http://www.lib.ehime-u.ac.jp/

締切 2017年7月25日(火)

全国各地の大学図書館で盛んになっている学生協働。
でも, 現場では悩みもあるし, 新しく始めようにも不安がいっぱい･･･。

それなら, これまで取り組んできた図書館も, これから始める図書館も集まって, 
みんなで悩みや不安を話し合ってみませんか？
一緒に学生協働のミライをきりひらきましょう！

お問い合わせ先
愛媛大学図書館
愛媛県松山市文京町３
tel 089-927-8849
e-mail:libref@stu.ehime-u.ac.jp


